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台
風
十
二
号
被
災
地
の
復
旧
対
策
及
び
今
後
の
防
災
対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
三
年
九
月
三
日
に
高
知
県
東
部
に
上
陸
し
た
台
風
十
二
号
に
よ
り
、
西
日
本
か
ら
北
日
本
に
か
け
て
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
、
と
り
わ
け
紀
伊
半
島
で
は
、
多
数
の
人
命
が
失
わ
れ
、
土
地
や
家
屋
、
社
会
資
本
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

野
田
内
閣
に
は
、
迅
速
に
被
災
者
救
済
、
被
災
地
復
旧
支
援
、
防
災
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

被
災
地
で
あ
る
奈
良
県
を
故
郷
と
す
る
国
会
議
員
と
し
て
は
、
視
察
し
て
き
た
被
災
状
況
を
踏
ま
え
て
委
員
会
審
議
の
場
で

具
体
的
に
質
し
た
い
点
が
多
々
あ
る
の
だ
が
、
民
主
党
が
強
硬
に
決
め
た
僅
か
四
日
間
の
国
会
会
期
の
中
で
は
、
そ
の
機
会
さ

え
得
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
い
う
方
針
の
妥
当
性
に
つ
い
て

奈
良
県
の
被
災
地
域
で
は
、
古
い
橋
梁
や
道
路
は
破
損
し
、
多
く
の
集
落
が
孤
立
し
た
。
電
気
、
水
道
、
電
話
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
が
同
時
に
不
通
と
な
り
、
通
学
に
危
険
を
伴
う
こ
と
か
ら
小
中
学
校
や
高
校
も
休
校
状
態
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
民
党
政
権
時
代
に
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
新
し
い
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
が
残
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
か
ろ
う
じ
て
応
急
的
復
旧
の
た
め
の
資
材
や
食
料
等
を
搬
送
す
る
ル
ー
ト
が
一
部
残
さ
れ
て
い
る
。
過
疎
が
進
む
中
に

一



あ
っ
て
も
、
地
元
自
治
体
が
「
命
の
道
」
の
整
備
を
求
め
て
き
た
こ
と
の
正
当
性
を
改
め
て
痛
感
す
る
光
景
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
和
歌
山
県
で
は
、
砂
防
ダ
ム
が
崩
落
し
た
土
砂
を
食
い
止
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
家
が
崩
壊
を
免
れ
て

い
る
。
ま
さ
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
人
を
救
っ
た
」
と
言
え
る
状
況
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
民
主
党
政
権
は
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
を
合
い
言
葉
に
、
道
路
や
ダ
ム
の
建
設
を
無
駄
な
公
共
事
業

と
し
て
切
り
捨
て
て
き
た
。
自
民
党
政
権
時
代
の
委
員
会
審
議
に
お
い
て
は
、
民
主
党
所
属
国
会
議
員
が
「
Ｂ
／
Ｃ
」
と
い

う
言
葉
を
多
用
し
て
、
利
用
者
数
が
少
な
い
地
方
の
道
路
整
備
を
不
要
で
あ
る
と
喧
伝
し
て
き
た
。

台
風
十
二
号
で
は
、
主
に
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
に
於
い
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
が
、
昨
今
は
過
去
の
想
定

を
超
え
る
規
模
の
集
中
豪
雨
や
地
震
が
多
発
し
て
お
り
、
全
国
的
に
「
大
規
模
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

野
田
内
閣
に
お
い
て
も
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
い
う
方
針
は
変
更
さ
れ
な
い
の
か
。
仮
に
変
更
し
な
い
と
す

る
と
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

�

道
路
整
備
の
必
要
性
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
、
利
用
人
数
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
Ｂ
／
Ｃ
」
を
重
視
す
る
方
針
を
継
続

二



す
る
の
か
。

�

国
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
口
が
少
な
い
地
域
で
あ
っ
て
も
、
高
規
格
道
路
の
整
備
、
橋

梁
の
改
修
、
砂
防
・
治
水
ダ
ム
の
整
備
、
河
川
改
修
、
土
砂
崩
れ
対
策
の
推
進
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

二

激
甚
災
害
指
定
に
つ
い
て

�

台
風
十
二
号
被
害
に
つ
き
、
激
甚
災
害
指
定
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
指
定
時
期
の
見
通
し
を
伺

う
。

�

激
甚
災
害
指
定
は
、
費
用
の
積
み
上
げ
後
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
被
災
地
の
早
急
な
復
旧
・
復
興
を
可
能
と

す
る
た
め
に
、
激
甚
災
害
指
定
の
迅
速
化
に
向
け
た
改
善
策
を
検
討
す
る
用
意
は
あ
る
か
。

三

復
旧
対
策
と
予
算
措
置
に
つ
い
て

台
風
十
二
号
被
害
の
拡
大
は
、
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。
奈
良
県
で
は
、
河
道
閉
塞
や
土
砂
ダ
ム
が
全
域
に
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
再
び
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
は
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
被
災
者
が
当
面
の

生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
瓦
礫
の
撤
去
、
物
流
を
支
え
る
道
路
の
仮
復
旧
な
ど
が
急
が
れ
る
。

よ
っ
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

三



�

紀
伊
半
島
各
地
の
河
道
閉
塞
箇
所
、
土
砂
ダ
ム
に
つ
い
て
、
地
点
別
に
如
何
な
る
対
策
を
講
じ
る
予
定
な
の
か
。

�

台
風
十
二
号
に
よ
っ
て
破
損
し
た
紀
伊
半
島
各
地
の
道
路
や
橋
梁
、
土
砂
崩
れ
発
生
地
点
の
復
旧
に
つ
い
て
、
地
点
別

に
如
何
な
る
対
策
を
講
じ
る
予
定
な
の
か
。

�

安
全
上
の
理
由
か
ら
被
災
地
域
の
小
中
学
校
や
高
校
に
通
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
、
如

何
な
る
対
策
を
講
じ
る
予
定
な
の
か
。

�

台
風
十
二
号
被
害
へ
の
緊
急
的
な
対
策
の
た
め
に
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
の
予
備
費
を
活
用
す
る
用
意
は
あ
る
か
。

�

平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
に
は
、
台
風
十
二
号
被
害
対
策
費
用
に
つ
き
、
十
分
な
金
額
を
計
上
す
る
用
意
は

あ
る
か
。

�

平
成
二
十
四
年
度
予
算
概
算
要
求
に
つ
い
て
は
、
既
に
各
府
省
か
ら
の
提
出
は
締
め
切
ら
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、

台
風
十
二
号
被
災
者
の
生
活
再
建
や
被
災
地
復
旧
に
要
す
る
費
用
も
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
関
係
府
省
ご
と
に
、

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

四

生
活
基
盤
の
再
建
に
つ
い
て

�

奈
良
県
の
被
災
地
で
は
、
吉
野
杉
に
代
表
さ
れ
る
林
業
が
主
要
産
業
で
あ
る
が
、
林
道
や
幹
線
道
路
の
破
損
に
よ
っ
て

四



機
能
停
止
状
態
で
あ
る
。
被
災
地
の
林
業
再
建
に
つ
い
て
、
如
何
な
る
支
援
を
行
う
の
か
。

�

奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
で
は
、
道
路
の
本
格
復
旧
ま
で
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
が
激
減
し
た
状
態
が
続
く
と
思

わ
れ
る
。
被
災
地
の
観
光
関
連
産
業
に
対
し
て
、
如
何
な
る
支
援
を
行
う
の
か
。

五

大
規
模
災
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

台
風
十
二
号
に
よ
っ
て
、
奈
良
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
予
想
を
超
え
る
災
害
の
パ
タ
ー
ン
を
確
認
し
た
。

ま
ず
、
各
所
で
深
層
崩
壊
が
発
生
し
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
津
川
村
で
は
、
崩
落
し
た
土
砂
に
押

し
出
さ
れ
た
河
川
水
が
対
岸
に
せ
り
上
が
り
、
対
岸
の
家
屋
を
破
壊
し
た
。
ま
た
、
五
條
市
大
塔
町
で
は
、
土
砂
崩
落
に

よ
っ
て
上
流
に
河
川
水
が
せ
り
上
が
り
、
家
屋
を
破
壊
し
た
。
更
に
は
、
土
砂
崩
落
に
よ
る
河
道
閉
塞
や
土
砂
ダ
ム
が
全
域

に
多
発
し
た
。

今
後
、
他
の
都
道
府
県
で
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
は
否
め
ず
、
全
国
民
の
安
全
の
た
め
に
、
早
急

に
新
た
な
対
策
に
着
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
。

よ
っ
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

深
層
崩
壊
、
崩
落
土
砂
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
河
川
水
に
よ
る
対
岸
の
破
壊
、
土
砂
ダ
ム
な
ど
、
「
大
規
模
土
砂
災
害
の

五



メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
研
究
に
早
急
に
着
手
す
る
用
意
は
あ
る
か
。

�

大
規
模
土
砂
災
害
の
「
監
視
」
、
「
警
戒
」
に
つ
い
て
、
改
善
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
点
は
何
か
。

�

大
規
模
土
砂
災
害
の
「
監
視
」
、
「
警
戒
」
の
シ
ス
テ
ム
確
立
に
向
け
て
、
具
体
的
に
予
算
措
置
を
行
う
予
定
は
あ
る

か
。
仮
に
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
内
容
と
規
模
を
伺
う
。

�

奈
良
県
で
は
、
避
難
し
た
場
所
が
被
災
し
、
死
亡
者
や
行
方
不
明
者
が
出
る
と
い
う
惨
事
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う

に
予
想
を
超
え
た
河
川
水
の
動
き
が
起
き
た
た
め
で
あ
る
。
今
後
、
全
国
的
に
「
山
や
河
川
の
形
状
に
応
じ
た
適
切
な
避

難
場
所
」
の
再
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
内
閣
と
し
て
如
何
な
る
取
組
み
を
行
う
の
か
。

�

奈
良
県
で
は
、
間
伐
後
に
放
置
さ
れ
た
木
が
、
河
川
増
水
時
に
流
木
と
な
っ
て
橋
梁
や
家
屋
を
破
壊
し
た
と
思
わ
れ
る

地
点
が
複
数
箇
所
あ
っ
た
。
あ
る
べ
き
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

六


